
平成19年（2007）８月 〈２〉

 
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
合
併
後
、

地
域
の
あ
り
方
を
自
ら
考
え
、
地
域

の
特
性
と
創
造
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
高
梁
・

有
漢
・
成
羽
・
川
上
・
備
中
の
各
地

域
（
旧
１
市
４
町
）
に
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
地
域
の

歴
史
や
文
化
な
ど
多
く
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
、「
地
域
福
祉

の
向
上
」、「
地
域
振
興
」、「
地
域
文

化
」
に
か
か
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
各
種
団

体
が
行
う
事
業
へ
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
に
対
し
、
地
域
振
興
基

金
を
活
用
し
た
地
域
振
興
交
付
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中

心
と
し
た
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の

手
で
」
と
い
う
地
域
活
動
を
支
援
し
、

そ
の
活
動
を
通
じ
た
住
民
主
体
に
よ

る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
意
見
等
を
聞
き
、
市
の
施
策
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
、
住
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

 
よ
り
効
果
的
な
事
業
の
た
め
に

　

地
域
振
興
基
金
を
活
用
し
、
各
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
行
っ
た
事
業
は
、

第
三
者
機
関
で
あ
る
「
高
梁
市
ま
ち

づ
く
り
事
業
評
価
委
員
会
」
に
よ
っ

て
、
審
査
・
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、こ
の
評
価
結
果
を
公
表
し
て
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
運
営
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
行
わ
れ
た
ま
ち
づ

１８

く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、「
前
年
度
と

比
較
し
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
合
理

的
か
つ
効
率
的
な
活
用
が
な
さ
れ
て

い
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
は
全
市
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
最
小
限
の
経
費
で
最
大
限

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
４

点
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
性
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
住
民
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
各
地
域
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
地
域
住
民
の
参

加
と
協
力
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
割
、
ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

住 
民 
主 
体 
の 
ま 
ち
づ 
く 
り

〜
ま 
ち 
づ 
く 
り 
協
議 
会 
の 
取 
り 
組 
み 
〜

事業評価委員会の提言 （抜粋）

①「高梁市」をＰＲするために全市的な取り

組みが必要である。今後は地域間の情報

交換・交流の場を設け、日程調整や、事

業内容の改善を行うとともに、「高梁市」

全体のＰＲを図る工夫もされたい。

②事業規模を縮小することで、事業そのも

のの盛り上がりと面白さを欠く可能性は

あるものの、交付金については一事業へ

の交付上限額を定める等、事業間の均衡

を図られたい。

③地域振興基金は限りある財源なので、中・

長期的ビジョンのもとに計画を立て事業

を実施していくことが大事であるが、そ

の中に広域的な事業連携も計画されたい。

④交付金を活用し、真に効果のある事業を

実施するためには自助、共助の部分が重

要である。自己資金を確保する等のより

一層の努力・工夫をされたい。

特集
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運
動
会
や
ふ
れ
あ
い
祭
・
文
化
祭
な

ど
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な

ど
、
各
種
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
支
え
る
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
参
加
で

す
。
例
え
ば
地
域
の
公
園
づ
く
り
で

は
、
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
が
率
先

し
て
地
域
の
人
を
指
導
す
る
な
ど
し
、

自
分
た
ち
で
土
木
作
業
を
行
っ
た
り
、

安
心
・
安
全
を
推
進
す
る
活
動
で
も
、

小
学
生
が
描
い
た
環
境
美
化
の
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
地
域
内
に
貼
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
で
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
基
本
と
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
に
、「
備
中
た
か
は
し
城
下

町
・
町
屋
通
り
の 
雛 
ま
つ
り
」
が
初

ひ
な

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

古
い
商
家
が
残
る
本
町
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
有
志
が
集
ま
り
、
平
成　
１８

年
４
月
に
「
本
町
活
性
化
委
員
会
」

を
結
成
。
何
度
も
会
合
を
重
ね
、
通

り
を
生
か
し
た
「
雛
ま
つ
り
」
を
行

高
梁
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

高
梁
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

は
、
地
域
内　

カ
所
に
住
民
が
主
体

１０

と
な
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
進
委

員
会
で
は
、
地
域
の
広
報
紙
の
発
行
、

う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の

女
性
た
ち
も
、
女
の
子
の
成
長
を
祝

う
「
雛
ま
つ
り
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
女
性
の
視
点
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
先
頭
に
立
っ
て
、
通
り
の
花
飾

り
を
作
成
し
、
家
々
に
飾

ら
れ
た
雛
人
形
の
横
に
手

づ
く
り
の
品
を
添
え
る
な

ど
祭
り
を
側
面
か
ら
支
え

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
周
り

の
人
も
促
さ
れ
、
地
域
全

体
の
盛
り
上
が
り
に
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。
通
り

に
あ
る
人
形
製
造
会
社
や
地
域
商
店

の
協
賛
も
あ
っ
て
、
次
年
度
以
降
も

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り

初めての雛まつりで
にぎわった本町通り

　高梁地域まちづくり協議会

は、平成１７年３月に高梁地域

内の１０地域（高梁・津川・川

面・巨瀬・中井・玉川・宇治・

松原・高倉・落合）のまちづ

くり推進委員会を支部組織と

した集合体として設置されま

した。

　合併前から各まちづくり推

進委員会では、住民参加で地

域の特性を生かした自主的な

まちづくりを推進しています。

　今後とも「まちづくりの主体は住民」という基本原

則のもと、地域のニーズをキャッチして、それに応じ

た活動を展開するとともに、行政との連携による協働

のまちづくりの推進、また、他地域のまちづくり協議

会との連携等に積極的に取り組みます｡

地域づくりにかける思い

高梁地域
まちづくり協議会

会長　石井　保 さん
啓発ポスターで小学生もまちづくりに参加


